
西村　一啓
　●�第五次大竹市総合計画に基づく住んでみたいまちづくり

について

山本　孝三
　●教員変形労働時間制について
　●公立、公的病院の再編、統合について

賀屋　幸治
　●�中学生以下のインフルエンザ予防接種費用の助成制度に

ついて
　●大竹中学校プール更新について

小中　真樹雄
　●小学校５、６年生の外国語教科化への対応について

山崎　年一
　●�広島西医療センターを ｢再編 ･統合の議論が必要｣ とし

た病院名公表について

藤川　和弘
　●素通りのまちから立ち寄るまちに

日域　究
　●�栗谷町谷和地区から出されたソーラー発電所反対の陳情

の扱いについて

原田　孝徳
　●�障害のあるお子さんの可能性を広げる、療育を選択でき

るまちづくり

　
　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
と
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち

づ
く
り
は
、
誰
も
が
の
ぞ
む
と
こ
ろ

で
す
。
本
市
に
は
歴
史
的
な
文
化
財

や
史
跡
等
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
や
計

画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

問
う
。

　
　

教
育
長　
教
育
委
員
会
の
事
業
方
針

で
は
、
芸
術
文
化
に
親
し
み
、
大
竹
ら
し

さ
を
育
み
、
継
承
し
て
い
く
人
づ
く
り
を

取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
・
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
・
活

用
の
た
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
や
、
和

紙
文
化
の
保
存
・
継
承
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
、
西
国
街
道
ウ
ォ
ー
ク

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
博
物
館
な
ど
の
新
た

な
施
設
の
整
備
は
難
し
く
、
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅

の
整
備
に
合
わ
せ
、
情
報
発
信
の
場
の
設

置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財

や
史
跡
な
ど
の
案
内
看
板
の
設
置
・
更
新
、

新
た
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
計

画
的
に
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
課
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

亀
居
城
址
な
ど
も
活
用
し
、本
市
の
歴
史・

伝
統
文
化
な
ど
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西村　一啓

大
竹
市
総
合
計
画
に
基
づ
く

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
答
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
期
に

入
り
大
竹
市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
等
に
は
自
己
負
担
１
５
０
０
円
で

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
そ
れ

以
外
の
方
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
岩
国
市
と
和
木
町
で
は
再
編

交
付
金
を
使
い
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
を
対
象
に
２
５
０
０
円
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
竹
市
で
も
同
様

の
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
を
伺
う
。

　
　

若
年
層
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高

齢
者
に
比
べ
重
症
化
の
危
険
性
が
比
較
的

低
い
こ
と
か
ら
も
、
予
防
接
種
法
の
定
期

予
防
接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
新
た
な
定
期
予
防

接
種
が
始
ま
り
、
費
用
増
大
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
市
独
自
で
の
助
成
は
難
し
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

賀屋　幸治

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
　

い
ま
で
も
教
員
の
労
働
時
間
は

週
55
時
間
以
上
の
勤
務
が
小
学
校
で

57
・
８
％
、
中
学
校
で
74
・
２
％
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
変
形
労
働
時

間
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
現
状
を
追
認

し
、
教
員
も
更
に
苦
し
く
な
り
児
童
生

徒
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

教
育
長　
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入

は
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
、
動
向
を
注
視

し
、
法
令
等
を
遵
守
し
な
が
ら
今
後
の
運

用
の
仕
方
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

あ
わ
せ
て
，
今
年
度
策
定
し
た
「
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
取
組
方
針
」
に
基
づ

き
，
業
務
改
善
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
が
再
編
・

統
合
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民

の
生
命
・
健
康
を
守
る
た
め
に
果
し
て

き
た
西
医
療
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
な

ど
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
長
も
市

議
会
も
存
続
・
充
実
に
む
け
取
り
組
む

べ
き
で
す
。

　
　

広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
本
市
の

急
性
期
医
療
の
基
幹
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
機
能
・
役
割
を
持
つ
病
院
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
周
辺
を
含
む
地
域
全
体
と

し
て
も
極
め
て
重
要
な
病
院
で
す
。

　
広
島
西
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お

い
て
、
本
市
の
医
療
提
供
体
制
に
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
ま
す
。

　
　

平
成
30
年
６
月
定
例
会
に
於

い
て
陳
情
採
択
さ
れ
た
大
竹
中
学
校

プ
ー
ル
施
設
の
撤
去
・
建
て
替
え
等
に

向
け
現
在
ど
の
様
に
検
討
さ
れ
て
い

る
か
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

教
育
長　
老
朽
化
し
た
大
竹
小
学
校

の
プ
ー
ル
施
設
と
一
体
的
に
整
備
す
る
た

め
、
整
備
場
所
や
児
童
・
生
徒
の
移
動
時

の
安
全
確
保
対
策
等
を
各
学
校
・
関
係
課

と
協
議
し
、
教
育
委
員
会
で
の
最
適
案
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
案
を
も
と
に
、
学
校
間
で
格
差
の

な
い
学
習
環
境
を
、
可
能
な
限
り
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山本　孝三

公
立
学
校
教
員
に
対
す
る

変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て

公
立
・
公
的
病
院
の

再
編
・
統
合
に
つ
い
て

大
竹
中
学
校
の

プ
ー
ル
更
新
に
つ
い
て

問

問

問答

問答

答

答
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厚
労
省
の
「
病
床
機
能
報
告
」

に
よ
る
と
、
大
竹
・
廿
日
市
圏
内

で
病
床
数
を
２
０
２
５
年
ま
で
に

５
４
１
床
以
上
削
減
す
る
計
画
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
計
画
で

は
、
地
域
医
療
が
崩
壊
し
ま
す
。「
地

域
医
療
を
守
る
」
立
場
か
ら
市
長
の

想
い
を
伺
い
ま
す
。
西
医
療
が
再
編

統
合
の
対
象
病
院
と
し
て
公
表
さ
れ

た
こ
と
は
、
患
者
・
地
域
住
民
・
病

院
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
で
す
。
身
近
な
医
療
機
関
が
再
編

や
縮
小
と
な
れ
ば
、
高
齢
者
や
交
通

弱
者
に
と
っ
て
も
問
題
で
す
。

　

地
域
住
民
の
不
安
解
消
の
取
り
組

み
を
問
う
。
誰
も
が
ど
こ
で
も
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
築

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
厚
労
省
に
対

し
「
再
編
統
合
の
必
要
性
に
つ
い
て

特
に
議
論
が
必
要
な
公
立
・
公
的
医

療
機
関
等
」
の
名
簿
の
撤
回
を
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

厚
生
労
働
省
は
、「
今
回
の
公
表
は
、

各
医
療
機
関
が
担
う
急
性
期
機
能
や
必
要

な
病
床
数
等
の
再
検
証
の
た
め
で
あ
り
、

必
ず
し
も
医
療
機
関
の
統
廃
合
を
決
め
る

も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
一
律
に
よ
る
分
析
だ
け
で
は
判
断

し
得
な
い
診
療
領
域
や
地
域
の
実
情
に
関

す
る
知
見
も
補
い
、
地
域
医
療
構
想
の
議

論
の
活
性
化
を
期
待
し
て
の
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

広
島
西
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い

て
、「
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
大
竹
市

の
医
療
提
供
体
制
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
」
と
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
主
張
し
ま

す
。
ま
た
、
医
療
や
介
護
が
必
要
の
な
い

「
元
気
な
高
齢
者
」
を
増
や
す
取
り
組
み

や
、
身
近
な
地
域
で
医
療
・
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
体
制
整
備
等
も
併
せ
て
、
市
民
の
皆
様

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山崎　年一

西
医
療
な
ど
公
立
病
院
の

再
編
統
合
問
題
を
問
う

　
　

教
育
長　
平
成
30
年
度
か
ら
先
行
的

に
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
扱
う
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
整
備
等
も
進
め

て
い
ま
す
。そ
し
て
、外
国
語
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
、
新
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
た
指
導
方
法
や
教
材
の
活
用

方
法
の
研
究
、
教
材
・
教
具
の
作
成
、
研

修
成
果
の
普
及
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、

学
級
担
任
と
と
も
に
授
業
を
す
る
こ
と
で

質
を
高
め
、
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
の
能

力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

教
員
は
、
県
の
研
修
に
参
加
す
る
ほ

か
、
市
の
研
修
に
お
い
て
、
新
学
習
指
導

要
領
を
踏
ま
え
た
小
学
校
外
国
語
を
理
解

し
、
小
・
中
学
校
の
連
携
の
強
化
や
、
指

導
力
・
英
語
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
担
当
教
員
の
配
置
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
状
況
を
踏
ま
え
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

　
　

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
さ
れ

る
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、
小
学
校

５
・
６
年
生
に
外
国
語
（
英
語
）
が
正

式
な
教
科
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
週
１
時
間
の
英
語
に
慣
れ
親
し
む

活
動
か
ら
読
み
書
き
が
加
わ
り
週
２

時
間
と
な
り
、
評
価
も
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
と
し
て
の
教
科
化
へ
の

取
り
組
み
を
た
ず
ね
ま
す
。
担
当
教

員
の
増
員
な
ど
の
措
置
な
く
実
施
さ
れ

る
と
、
現
場
に
過
重
な
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
り
早
期
教
育
の
実
効
性
が
損

な
わ
れ
る
の
で
は
。
５
・
６
年
生
の
担

任
に
全
面
的
に
ゆ
だ
ね
る
と
、
そ
れ
で

な
く
て
も
厳
し
い
勤
務
実
態
に
拍
車
が

か
か
り
、
悲
鳴
を
上
げ
る
人
も
出
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
担
当
教

員
の
配
置
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

市
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

小中真樹雄

小
学
５
・
６
年
生
の

外
国
語
教
科
化
へ
の
対
応
を
問
う

問

答

診療科目や病床の削減が
検討される西医療センター

答

小学校５・６年の外国語教科化が
盛り込まれた新学習指導要領

問

市議会だより　2020（令和2年）.210

第 4 回定例会 一 般 質 問



藤川　和弘

大
竹
市
を
素
通
り
の
ま
ち
か
ら

立
ち
寄
る
ま
ち
に

　
　

栗
谷
町
谷
和
の
自
治
会
か
ら
大

規
模
太
陽
光
発
電
所
建
設
反
対
の
陳

情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
開
発

同
意
が
あ
っ
た
大
野
嵐
谷
の
件
で
す

ら
悲
惨
な
状
態
で
す
が
、
地
元
が
大

反
対
の
谷
和
は
さ
ら
に�

大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
①
大
竹
市
は
開
発
の
許
可

権
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
市
民

の
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
姿
勢
で

対
応
し
ま
す
か
。
②
嵐
谷
で
は
廿
日

市
市
か
ら
の
最
初
の
問
い
合
わ
せ
に

「
意
見
な
し
」
と
答
え
た
大
竹
市
で

す
が
悲
惨
な
現
状
の
感
想
を
尋
ね
ま

す
。
③
地
元
の
反
対
を
無
視
し
て
着

工
す
れ
ば
未
完
成
で
放
置
さ
れ
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
が
お
考
え
を
。
④
嵐

谷
の
例
で
は
、
怖
く
て
工
事
の
様
子

が
聞
け
な
い
こ
と
も
地
元
不
安
の
原

因
で
し
た
。
立
入
を
認
め
る
様
に
意

見
が
で
き
ま
す
か
。
⑤
資
本
金
11
万 日域　　究

ソ
ー
ラ
ー
建
設
反
対
の

陳
情
に
つ
い
て

　
　
世
界
文
化
遺
産
の
宮
島
は
、
廿
日

市
市
の
調
べ
で
、
平
成
30
年
の
来
島

者
数
が
４
５
６
万
５
７
３
２
人
で
過

去
最
多
で
し
た
。
岩
国
市
の
観
光
客

数
は
、
平
成
29
年
岩
国
市
観
光
振
興

課
の
調
べ
で
、
３
３
２
万
９
２
７
５

人
で
す
。
そ
の
内
の
47
・
59
％
の
方

が
、
広
島
・
宮
島
か
ら
岩
国
へ
、
も

し
く
は
岩
国
か
ら
広
島
・
宮
島
に
移

動
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
か
ら
、
約

１
５
０
万
人
の
方
が
大
竹
市
を
通
過

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
移

動
手
段
の
多
く
は
、
乗
用
車
・
二
輪

車
で
す
。

　

大
竹
市
の
知
名
度
を
上
げ
、
観
光

客
数
を
上
げ
、
大
竹
市
を
素
通
り
の

ま
ち
か
ら
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
ま
ち

に
す
る
た
め
に
、
本
市
は
こ
れ
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き

た
の
か
、
現
状
を
ど
う
お
考
え
な
の

か
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
　
本
市
は
蛇
喰
磐
や
三
倉
岳
な
ど
の
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
沿
岸
部
に
は
晴
海
臨

海
公
園
や
史
跡
な
ど
の
観
光
資
源
も
点
在

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
広
島
・
山
口

県
な
ど
近
隣
の
方
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
観
光

客
数
は
増
加
傾
向
で
、
平
成
30
年
度
の
観

光
客
数
は
約
43
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
に
ぎ
わ
い
創
出
と
し
て
の
小
方
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
全
体
の
活
性
化
の
起

爆
剤
と
な
る
よ
う
、
遊
休
地
を
効
果
的
に

活
用
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
新
駅
や
道
路
整
備
な
ど
、
実
現
に
は
関

係
機
関
等
と
の
調
整
等
が
必
要
で
す
が
、

晴
海
臨
海
公
園
や
亀
居
公
園
な
ど
周
辺
の

観
光
資
源
と
連
動
さ
せ
、
市
外
・
県
外
か

ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
考
え
で
す
。

円
の
会
社
で
は
事
業
失
敗
時
の
処
理

が
不
安
。
担
保
が
必
要
で
は
。

　
　

市
の
対
応
と
し
て
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
大
原
則
と
考

え
て
い
ま
す
。
許
可
権
者
（
広
島
県
）
の

照
会
に
は
、
環
境
汚
染
の
防
止
等
に
つ
い

て
開
発
事
業
者
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
よ

う
回
答
し
ま
し
た
。

　
嵐
谷
は
、
許
可
権
者
の
廿
日
市
市
か
ら

開
発
業
者
が
土
砂
流
出
対
策
工
事
を
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
森
林
の
持
つ
公
益�

的
機
能
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
放
置
の
恐
れ
に
つ
い
て
は
、
開
発
許
可

申
請
に
は
誓
約
書
が
添
付
さ
れ
、
事
業
計

画
書
ど
お
り
施
工
す
る
こ
と
、
隣
接
地
等

に
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、
損
害
の
補
償

と
完
全
復
旧
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
開
発
事
業
者
に
は
責
任
を
持
っ
て

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
立
入
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
必
要
な

事
態
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
県
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
申
し
出
を
し
、
地

区
住
民
の
皆
様
の
不
安
軽
減
に
努
め
ま
す
。

問

着手後３年を経た
大野嵐谷開発の今

問

答

晴海臨海公園の大型遊具

答
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議　案　な　ど
細
川
雅
子

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域
　
究

寺
岡
公
章

山
本
孝
三

審議結果

認第５号 平成30年度大竹市一般会計決算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案認定

認第６号 平成30年度大竹市
国民健康保険特別会計決算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案認定

認第10号 平成30年度大竹市土地造成特別
会決算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案認定

認第11号 平成30年度大竹市介護保険特別
会計決算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案認定

議案第58号 訴えの提起について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第63号
議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正
について

－ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● 原案可決

議案第68号 令和元年度大竹市一般会計補正
予算（第３号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和元年決議案
第４号 議長不信任決議について － 無記名投票を実施 

賛成４、反対11 原案否決

第４回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　　―: 議長　○ : 賛成　●：反対

　
　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
以

下
、
放
デ
イ
）
は
近
年
急
増
し
た
が
、

廿
日
市
市
に
は
23
施
設
あ
る
の
に
対

し
、
本
市
は
２
施
設
。
単
に
数
字
だ

け
見
て
も
放
デ
イ
は
不
足
し
て
い
る

し
、
障
害
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
や

親
御
さ
ん
に
と
っ
て
、
十
分
な
療
育

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
他

市
に
人
口
が
流
出
す
る
可
能
性
が
危

惧
さ
れ
る
、
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

本
市
の
場
合
、
療
育
の
選
択
そ
の

も
の
が
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
た
め

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
事
業
所

を
増
や
す
、
と
い
う
考
え
方
で
は
な

く
、
療
育
を
選
択
可
能
に
す
る
、
と

い
う
発
想
に
転
換
を
す
る
こ
と
で
、

将
来
社
会
に
出
た
と
き
必
要
な
ス
キ

ル
を
一
つ
で
も
多
く
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
が
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
後
方
支
援
体
制
の

確
立
に
も
つ
な
が
る
、
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
本
市
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
38
人
で
、
市
内
の
２
事
業
所
の
定

員
は
20
人
の
た
め
、
半
数
の
方
が
市
外
事

業
所
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
現
状
か
ら
は

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
利

用
者
が
集
ま
ら
ず
廃
止
し
た
事
業
所
も
あ

り
、
事
業
所
が
増
え
れ
ば
必
ず
し
も
市
内

の
事
業
所
を
利
用
す
る
人
が
増
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　
ま
た
、
利
用
者
の
生
活
の
主
は
学
校
で

あ
り
、
市
外
事
業
所
で
も
送
迎
が
あ
る
た

め
、
事
業
所
が
少
な
い
こ
と
が
人
口
流
出

に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
に
事
業
所
が
増
え
れ
ば
利

用
者
の
選
択
肢
が
広
が
り
，
障
害
児
に
対

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
療
育
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
来
年
度
、
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

際
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
利
用
者
や
家

族
の
御
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

原田　孝徳

療
育
を
選
択
で
き
る
街
づ
く
り

答

問
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